
Title リヤサノフスキイ著『スラヴ派の敎說に現れたロシヤと西歐』
Sub Title N. Riasanovsky : Russia and the West in the teaching of the

Slavophiles
Author 中澤, 精次郞(Nakazawa, Seijirō)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1954

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.27, No.10 (1954. 10) ,p.82- 85 

JaLC DOI
Abstract
Notes 紹介と批評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19541015-0082

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


　
　
　
　
紹
　
介
　
と
　
批
　
評

Z
。
園
寅
oo
即
⇒
o
＜
の
犀
気
”

閃
目
ω
ω
一
帥
　
四
旨
山
　
ぴ
げ
①
　
　
≦
①
の
け
　
坤
口

　
爵
Φ
目
＄
9
営
磯
o
陸
さ
Φ
醒
彗
8
巨
一
〇
ω

お
誘
”
団
鴛
く
騨
昌
q
巳
く
R
。
。
凶
昌
｝
話
ω
幹

リ
ャ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
薯
［

　
『
ス
ラ
ヅ
派
の
敏
説
に
現
れ
た
・
シ
ヤ
と
西
臥
』

　
最
近
、
・
シ
ヤ
の
政
治
思
想
乃
至
就
會
思
想
の
研
究
を
意
圖
し
た
二
・
三
の

新
刊
書
を
入
手
し
た
。
例
え
ば
、
罰
国
鷲
Φ
の
謀
書
8
お
9
菊
垢
匹
琶

ω
o
o
一
巴
目
げ
o
g
㎎
げ
“
一
謡
ど
○
図
ま
鼠
¢
巳
く
①
話
一
ε
・
剛
8
0Q
如

Q
あ
る
い
は
ω
，

目
o
冒
℃
ζ
昌
o
o
の
目
げ
㊤
切
仁
o
o
匹
晋
一
蜜
ぎ
P
お
q
Oo
堕
¢
昌
貯
①
駐
詳
『
o
協
O
匹
甲

ゲ
o
百
即
噂
目
霧
の
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、

一
九
世
紀
・
シ
ヤ
の
政
治
欣
況
は
、
批
會
時
許
は
と
も
か
く
文
學
的
創
作
・
文

藝
批
詐
・
哲
學
的
思
惟
す
ら
も
が
す
ぐ
れ
た
政
治
的
稜
言
で
あ
る
こ
と
に
存
在

理
由
を
見
出
し
て
い
た
程
に
、
又
實
際
そ
う
し
た
知
的
活
動
こ
そ
が
僅
か
に
許

八
二

（
七
七
六
）

さ
れ
た
合
法
的
な
政
治
的
實
陵
で
あ
つ
た
程
に
、
強
い
攣
革
的
な
性
格
を
帯
び

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
か
、
内
容
の
多
檬
さ
複
雅
さ
に
お
い
て
も
極
め

て
特
異
な
一
九
世
紀
の
・
シ
ヤ
政
治
思
想
は
歎
多
く
の
思
想
史
家
の
研
究
甥
象

と
な
つ
て
き
た
。
今
後
も
ま
ず
こ
う
し
た
傾
向
の
衰
え
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

し
か
も
ソ
連
邦
に
お
い
て
例
え
ば
チ
エ
ル
ニ
シ
ェ
フ
ス
キ
イ
、
ラ
ヂ
シ
チ
ェ
フ

な
ど
の
著
作
集
等
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
こ
の
種
の
研
究
に
俘
う

資
料
的
な
障
碍
も
次
第
に
除
去
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
諸
外
國
に
お
け

る
新
し
い
研
究
書
の
紹
介
が
何
か
の
参
考
に
も
な
れ
ば
と
考
え
て
、
こ
こ
に
リ

ヤ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
著
「
ス
ラ
ヴ
派
の
教
論
に
現
れ
た
・
シ
ヤ
と
両
厭
」
を
取
上

げ
て
み
た
。

　
本
書
は
六
章
ニ
コ
ニ
頁
か
ら
な
る
本
論
及
び
9。
暑
窪
島
イ
内
ぎ
急
鋳
o
＜
、
の

山
一
無
。
著
斜
＆
写
一
Φ
身
幽
魯
の
魯
一
Φ
鴨
一
、
。。
℃
露
一
。
。
Q
。
℃
ξ
。
略
匹
幹
。
弓
い
ヌ
ー

と
葺
藏
ご
㎎
影
℃
げ
『
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
次
ぎ
に
そ
の
獲
辿
内
容
を

素
描
し
て
み
よ
う
。

　
嗣
　
西
欧
か
ら
受
け
た
思
想
的
影
響
を
無
硯
す
る
と
・
シ
ャ
の
政
治
思
想
乃

至
就
會
思
想
の
獲
展
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
が
、
ス
ラ
ヴ

派
自
身
が
「
・
シ
ヤ
と
西
欧
と
の
思
想
的
關
係
と
云
う
こ
の
面
倒
な
間
題
」
に

つ
い
て
既
に
解
答
し
て
い
る
の
で
、
本
書
が
研
究
主
題
と
す
る
「
ス
ラ
ヴ
派
の

イ
デ
オ
・
ギ
ー
」
の
本
質
は
、
何
に
よ
り
も
そ
の
解
答
を
中
心
的
な
閲
題
と
し

て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
正
し
く
追
及
さ
れ
把
握
さ
れ
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
と
、
著
者
は
間
題
貼
の
所
在
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
一
般
に

西
厭
派
と
甥
置
さ
せ
て
ス
ラ
ヅ
派
と
呼
ば
れ
た
一
九
世
紀
・
シ
ヤ
の
一
つ
の
思

想
的
系
譜
ー
「
ス
ラ
ヴ
派
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
」
そ
の
も
の
の
究
明
は
第
二
章



以
下
に
譲
ら
れ
、
第
一
章
で
は
ス
ラ
ヅ
派
生
成
の
精
憩
的
風
土
に
關
す
る
緒
論

的
論
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
リ
ャ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
に
ょ
る
と
、
ス

ラ
ヴ
主
義
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
盲
目
的
排
外
的
な
又
は
官
製
的
な
あ
る
い
は

考
古
學
的
・
言
語
學
的
な
民
族
主
義
的
思
潮
と
カ
ラ
ム
ジ
ソ
的
史
観
に
よ
り
毘

醒
さ
れ
た
歴
史
的
感
覧
と
か
ら
成
る
培
養
基
の
上
に
生
誕
し
、
ド
イ
ッ
理
想
主

義
哲
學
に
よ
り
方
向
づ
け
ら
れ
て
生
長
し
た
と
云
う
。
で
は
か
く
生
成
し
た
ス

ラ
ヴ
派
の
構
成
員
を
薯
者
は
ど
の
よ
う
な
思
想
家
に
限
定
し
て
い
る
か
。

　
二
　
ま
ず
、
リ
ヤ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
は
ス
ラ
ヴ
派
の
黄
金
時
代
を
一
八
四
五
年

か
ら
一
八
六
〇
年
の
聞
に
求
め
、
ス
ラ
ヅ
派
を
「
宗
教
・
哲
學
及
び
・
シ
ヤ
と

西
欧
と
の
關
係
と
云
つ
た
基
本
的
な
諸
間
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
態
度
乃
至
期

待
を
共
通
と
す
る
知
識
階
級
の
一
部
で
あ
る
」
と
見
る
。
勿
論
こ
の
「
知
識
階

級
の
一
部
」
は
よ
り
具
膿
的
に
明
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
誤
一
Φ
冨
Φ
一

国
げ
O
旨
一
蝉
犀
O
〈
・
一
く
即
口
国
一
困
Φ
Φ
〈
oo
κ
出
・
勺
Φ
“
吋
M
〈
一
吋
Φ
Φ
〈
の
犀
鵠
・
凶
O
β
oo
♂
9D
冨
“
一
訪

卜
犀
o
o
四
π
O
ぐ
・
一
く
㊤
ロ
訪
犀
の
騨
貯
O
〈
と
』
9
匡
帥
ω
即
日
固
旨
ロ
を
ス
ラ
ヴ
派
と
呼

び
、
さ
ら
に
彼
等
の
略
歴
を
記
し
て
い
る
。
從
つ
て
著
者
の
意
昧
す
る
ス
ラ
ヴ

派
と
は
所
謂
古
典
的
ス
ラ
ヴ
派
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
ス
ラ
ヅ

派
と
ス
ラ
ヴ
派
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ソ
と
を
峻
別
し
て
、
著
者
は
ス
ラ
ヴ
派
の
一
般

的
な
特
徴
ー
例
え
ば
彼
等
が
い
ず
れ
も
地
主
で
あ
り
當
時
に
お
け
る
最
高
の

知
識
人
で
あ
つ
て
、
官
途
・
公
職
へ
の
就
任
を
潔
し
と
し
な
か
つ
た
こ
と
叉
相

互
に
血
縁
・
姻
戚
叉
は
交
友
關
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
ス
ラ

ヴ
派
の
人
間
像
を
諜
き
出
し
つ
つ
主
題
的
な
研
究
へ
と
目
を
移
し
て
行
く
。

　
三
　
そ
れ
で
は
ス
ラ
ヅ
主
義
の
本
質
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

ス
ラ
ヴ
主
義
と
云
う
一
つ
の
思
想
的
系
譜
の
存
在
を
否
定
す
る
N
臼
ぎ
お
恩
一

の
意
見
、
ス
ラ
ヴ
主
義
は
「
論
理
的
統
一
膿
」
で
あ
る
と
見
倣
す
一
般
的
な
見

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

解
、
あ
る
い
は
「
・
シ
ヤ
乃
至
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
の
叉
は
同
時
に
そ
れ
ら
画
者
の

生
き
た
表
象
で
あ
る
」
と
す
る
切
Φ
民
す
Φ
〈
癒
ど
の
諸
説
を
否
定
す
る
著
者

は
、
ス
ラ
ヴ
派
が
相
互
關
係
の
あ
る
諸
問
題
を
同
様
の
態
度
で
討
議
し
た
事
蜜
、

別
言
す
る
と
彼
等
の
間
題
意
識
・
問
題
へ
の
接
近
の
仕
方
が
基
本
的
に
同
一
で

あ
つ
た
事
實
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
事
賓

か
ら
彼
は
、
ス
ラ
ヴ
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
二
つ
の
相
封
立
す
る
基
軸
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
、
云
い
換
え
れ
ば
二
つ
の
部
分
か
ら
ス
ラ
ヴ
主
義
と
云
う
全
膿

が
組
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
同
時
に
叉
彼
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
墓
軸

乃
至
部
分
の
一
方
は
・
シ
ヤ
ー
自
己
を
、
他
方
は
西
欧
－
他
者
を
意
昧
す

る
も
の
で
あ
る
故
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
《
我
々
V
と
《
彼
等
V
と
云
う
二
つ

の
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
く
。
勿
論
《
我
々
V

と
は
・
シ
ヤ
を
《
彼
等
V
と
は
西
畝
を
指
す
わ
け
で
あ
る
が
、
ス
ラ
ヴ
派
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
か
く
良
昌
9
0
巨
言
①
し
得
る
論
謹
と
し
て
ス
ラ
ヴ
派
の
心
理

的
側
面
・
歴
史
観
・
政
治
論
等
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
四
　
さ
て
第
三
章
の
考
察
か
ら
引
出
さ
れ
る
當
然
の
結
果
と
し
て
第
四
章
で

は
、
ス
ラ
ヴ
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
解
明
が
、
ス
ラ
ヅ
派
は
《
彼
等
V
と
《
我
々
V

を
い
か
に
理
解
し
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
大
き
く
押
し
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
。
ま
ず
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
ユ

ダ
ヤ
人
な
ど
の
具
膿
的
な
問
題
に
關
す
る
ス
ラ
ヴ
派
の
見
解
を
整
理
し
て
、
ス

ラ
ヴ
派
が
《
彼
等
V
の
鵬
性
と
し
て
利
己
主
義
・
魚
大
・
淺
薄
・
冷
酷
・
奢
修
・

貧
欲
な
ど
を
籔
上
げ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
叉
、
彼
は
、
　
《
彼
等
〉
の
心
的
原

理
は
邪
悪
な
合
理
主
義
・
論
理
主
義
で
あ
つ
て
、
《
彼
等
V
の
歴
史
も
国
垢
冨
マ

一
の
ヨ
に
根
源
す
る
こ
の
心
的
原
理
の
論
理
的
稜
展
で
し
か
な
い
と
す
る
ス
ラ

ヴ
派
の
認
識
と
、
　
「
唯
一
の
原
理
で
あ
る
合
理
主
義
が
、
一
た
び
破
綻
す
る
と

八
三

（
七
七
七
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
評

西
厭
に
幾
さ
れ
る
た
だ
一
つ
の
可
能
な
方
向
は
崩
壊
と
死
以
外
に
な
い
」
と
見

る
ス
ラ
ヴ
派
の
一
致
し
た
結
論
を
叢
見
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
ス
ラ
ヴ
主
義

の
《
我
々
V
に
關
す
る
領
域
に
目
を
鱒
じ
、
・
シ
ヤ
人
・
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
教
會
・

家
族
あ
る
い
は
法
と
正
義
・
教
育
な
ど
の
間
題
鮎
を
設
定
し
て
ス
ラ
ヴ
派
の
教

設
を
整
理
し
《
我
々
V
の
新
鮮
さ
・
力
強
さ
を
穂
え
そ
の
未
來
を
明
る
く
肯
定

し
《
彼
等
V
の
未
來
を
否
定
す
る
ス
ラ
ヴ
主
義
の
面
目
の
描
窩
に
成
功
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
《
我
々
V
こ
そ
が
眞
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
つ
て
教
會
と
家
庭

と
共
同
監
の
つ
つ
ま
L
や
か
な
生
活
に
は
身
分
的
・
階
級
的
封
立
は
存
在
し
な

い
、
況
ん
や
《
彼
等
V
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
革
命
と
専
制
・
彊
制
と
無
秩
序
・

屈
從
と
闘
争
と
云
つ
た
分
裂
駄
態
の
あ
ろ
う
筈
は
な
い
と
考
え
る
ス
一
フ
ヴ
派
の

主
張
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
五
　
要
す
る
に
第
四
章
で
、
《
彼
等
V
の
本
質
を
合
理
王
義
に
求
め
て
憎
悪

す
る
ス
ラ
ヴ
主
義
の
基
本
的
性
格
は
反
合
理
主
義
で
あ
る
と
云
う
結
論
が
一
感

引
出
さ
れ
た
も
の
の
、
し
か
し
ス
ラ
ヴ
主
義
の
本
質
が
反
合
理
主
義
・
・
マ
ン

主
義
で
あ
る
こ
と
の
積
極
的
な
論
誰
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
著

老
は
「
紳
と
人
間
」
に
關
す
る
ス
ラ
ヴ
派
の
思
想
を
襯
察
し
、
ス
ラ
ヴ
派
と
ギ

リ
シ
ヤ
正
教
及
び
ド
イ
ッ
理
想
主
義
哲
學
あ
る
い
は
同
時
代
の
・
マ
ン
主
義
者

と
の
關
係
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
は
「
西
欧
の
精
髄
で
あ
る

が
、
し
か
し
嘗
に
そ
れ
故
に
こ
そ
西
厭
は
へ
ー
ゲ
ル
哲
學
を
超
え
得
な
い
の
で

あ
る
」
と
蜥
定
す
る
ス
ラ
ヴ
派
の
知
識
と
信
仰
と
の
一
致
を
強
調
し
た
反
理
知

主
義
的
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
叉
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
の
影
響
を
決
定
的
に
受
け

た
ス
ラ
ヅ
派
の
反
理
知
主
義
的
・
反
合
理
主
義
的
性
格
は
、
彼
等
の
入
間
観
か

ら
も
到
然
と
讃
取
り
得
る
よ
う
な
・
シ
ヤ
的
な
・
マ
ン
主
義
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

八
四

（
七
七
八
）

　
六
　
最
後
の
第
六
章
に
お
い
て
、
ス
ラ
ヴ
主
義
の
思
想
的
影
響
乃
至
意
義
に

關
す
る
諸
読
が
槍
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
彼
は
ス
ラ
ヴ
主
義
を
基
礎
づ
け
た

毎
・
国
ぴ
o
日
一
固
κ
o
＜
∴
H
国
ぼ
Φ
Φ
〈
o
o
ゴ
7
閑
●
訪
吋
o
o
騨
犀
O
＜
以
外
の
所
謂
ス
ラ

ヴ
派
は
創
造
的
・
批
到
的
能
力
を
歓
き
、
文
宰
通
り
祀
述
者
に
終
始
し
た
の
に

封
し
て
、
ス
ラ
ヴ
主
義
の
正
し
い
理
解
と
批
到
と
が
思
想
傾
向
を
異
に
す
る

国
Φ
旨
Φ
旨
及
び
O
げ
①
旨
誘
げ
Φ
〈
警
は
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
と
云
う
一
見
す

る
と
ア
ロ
ニ
カ
ル
な
そ
の
事
實
と
、
鵠
①
旨
Φ
β
及
び
O
富
巨
務
鼠
話
匹
に

「
微
つ
た
急
進
的
・
革
命
的
な
ロ
シ
ヤ
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
が
、
ス
ラ
ヴ
派

の
遣
訓
を
輕
蔑
し
無
覗
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
教
義
の
あ
る
も
の
を
通
し
て

ス
ラ
ヴ
主
義
に
つ
な
が
つ
て
い
る
」
馳
を
突
き
、
特
に
人
民
派
の
革
命
理
論
が

ギ
リ
シ
ヤ
正
教
的
性
絡
を
除
去
し
た
ス
ラ
ヅ
派
の
影
響
を
最
も
鮮
明
に
受
け
た

と
説
く
。
次
い
で
、
ス
ラ
ヴ
派
の
思
想
的
意
義
に
關
す
る
》
勺
壱
言
・
》

冒
罠
q
κ
o
＜
・
＜
。
ω
o
ざ
註
Φ
〈
・
＜
・
ω
目
ぼ
ロ
o
ぐ
・
2
●
園
q
び
甘
o
o
8
ぎ
な
ど
の

諸
説
に
批
到
を
加
え
つ
つ
自
読
を
指
摘
し
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
記
述
を

も
つ
て
彼
は
筆
を
措
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ス
ラ
ヴ
主
義
は
・
シ
ヤ
文
化
史

上
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
古
代
的
な
排
他
的
民
族
感
情
・
排
外
思
想
・

ギ
リ
シ
ヤ
正
教
の
因
襲
・
ド
イ
ッ
理
想
哲
學
に
到
す
る
渇
仰
・
ロ
シ
ヤ
の
歴
史

的
必
要
性
を
圖
示
化
し
よ
う
と
す
る
初
め
て
の
意
圖
、
こ
う
し
た
要
素
が
ス
ラ

ヴ
主
義
の
諸
々
の
背
景
を
な
し
た
。
ス
ラ
ヴ
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
非
常
に
多

く
の
異
つ
た
そ
し
て
時
に
は
矛
盾
す
ら
あ
る
教
義
か
ら
組
成
さ
れ
、
そ
の
影
響

は
黒
百
人
組
か
ら
汎
ス
ラ
ヴ
派
に
ま
で
及
ん
だ
。
要
す
る
に
、
ス
ラ
ヴ
主
義
は

・
シ
ヤ
の
・
マ
ン
主
義
と
・
シ
ヤ
の
民
族
主
義
と
を
表
現
し
た
の
で
あ
り
、
就

中
、
文
化
史
の
基
底
を
溝
成
す
る
人
間
生
活
と
思
想
の
基
本
的
問
題
の
幾
つ
か

を
探
究
し
た
の
で
あ
る
」
と
。



　
以
上
、
リ
ヤ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
著
「
ス
ラ
ヅ
派
の
歎
説
に
現
れ
た
・
シ
ヤ
と
西

厭
」
に
つ
い
て
の
外
貌
を
記
し
て
み
た
が
、
　
「
ス
ラ
ヴ
派
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
」

の
本
質
究
明
を
主
題
と
し
た
研
究
に
際
し
て
著
者
の
設
定
し
た
聞
題
黙
は
、
極

め
て
獅
創
的
な
も
の
で
あ
り
興
昧
深
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
な
お
叉
、
周
到

に
配
慮
さ
れ
た
素
材
に
基
く
實
謹
的
な
研
究
態
度
と
非
常
に
論
理
的
な
思
考
の

展
開
は
十
分
優
れ
た
も
の
と
云
い
得
よ
う
。
し
か
し
本
書
に
つ
い
て
特
に
氣
付

い
た
貼
を
こ
の
機
會
に
指
摘
L
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
ス
ラ
ヴ
主
義
と
ド
イ
ツ

理
想
主
義
哲
學
と
の
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
と
の
關
係
が
は
つ
き
り
と
幾

き
出
さ
れ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
云
う
「
ロ
シ
ヤ
的
な
ロ
マ
ソ
主
義
」

の
特
殊
性
が
本
書
に
お
い
て
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
要
す
る

に
、
ス
ラ
ヅ
派
が
く
我
々
V
と
《
彼
等
V
を
い
か
に
理
解
し
て
い
た
か
の
問
題

に
置
い
た
と
同
様
の
力
鮎
を
、
　
《
我
々
V
と
《
彼
等
V
に
關
す
る
ス
ラ
ヴ
派
の

主
張
乃
至
教
論
の
内
容
に
西
欧
叉
は
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
思
想
的
影
響
が
い
か
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
の
問
題
に
も
置
い
て
、
　
「
ス
ラ
ヅ
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

の
本
質
を
著
者
が
追
及
し
な
か
つ
た
こ
と
に
、
前
述
し
た
よ
・
）
な
物
足
り
な
さ

を
感
じ
さ
せ
る
原
因
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
灘
精
次
郎
）

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

八
五

（
七
七
九
〉


